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２２  令令和和６６年年度度全全国国体体力力・・運運動動能能力力、、運運動動習習慣慣等等調調査査結結果果ににつついいてて  

 

１１  調調査査のの目目的的  

((１１))国国がが全全国国的的なな子子どどもものの体体力力のの状状況況をを把把握握・・分分析析すするるここととにによよりり、、子子どどもものの体体力力のの向向上上

にに係係るる施施策策のの成成果果とと課課題題をを検検証証しし、、そそのの改改善善をを図図るる。。  

((２２))各各教教育育委委員員会会がが自自ららのの子子どどもものの体体力力のの向向上上にに係係るる施施策策のの成成果果とと課課題題をを把把握握しし、、そそのの改改

善善をを図図るるととととももにに、、子子どどもものの体体力力のの向向上上にに関関すするる継継続続的的なな検検証証改改善善ササイイククルルをを確確立立すするる。。  

((３３))各各学学校校がが各各児児童童生生徒徒のの体体力力やや運運動動習習慣慣、、生生活活習習慣慣等等をを把把握握しし、、学学校校ににおおけけるる体体育育･･健健康康

等等にに関関すするる指指導導ななどどのの改改善善にに役役立立ててるる。。  

 

２２  調調査査対対象象ととすするる児児童童生生徒徒  

((１１))  小小学学校校調調査査  

小小学学校校、、義義務務教教育育学学校校前前期期課課程程及及びび特特別別支支援援学学校校小小学学部部のの５５年年生生全全員員  

((２２))  中中学学校校調調査査  

中中学学校校、、義義務務教教育育学学校校後後期期課課程程、、中中等等教教育育学学校校及及びび特特別別支支援援学学校校中中学学部部のの２２年年生生全全員員  

※※特特別別支支援援学学校校及及びび小小中中学学校校のの特特別別支支援援学学級級にに在在籍籍ししてていいるる児児童童生生徒徒のの参参加加ににつついいてて

はは、、そそのの障障ががいいのの状状態態等等にによよるる。。  

 

３３  調調査査内内容容  

((１１))  児児童童生生徒徒にに対対すするる調調査査  

アア  実実技技にに関関すするる調調査査  

［［８８項項目目］］握握力力、、上上体体起起ここしし、、長長座座体体前前屈屈、、反反復復横横ととびび、、2200ｍｍシシャャトトルルラランン（（中中学学校校

はは持持久久走走ととのの選選択択））、、5500ｍｍ走走、、立立ちち幅幅ととびび、、ソソフフトトボボーールル投投げげ（（小小学学校校のの

みみ））、、ハハンンドドボボーールル投投げげ（（中中学学校校ののみみ））  

イイ  質質問問紙紙調調査査（（運運動動習習慣慣、、生生活活習習慣慣等等））  

  ((２２))  学学校校にに対対すするる質質問問紙紙調調査査  

・・子子どどもものの体体力力のの向向上上にに係係るる学学校校のの取取組組等等  

 

４４  調調査査実実施施期期間間  

・・実実技技調調査査実実施施期期間間：：令令和和６６年年４４月月かからら７７月月  

 

５５  調調査査実実施施校校数数（（国国立立・・公公立立、、私私立立））  

２２８８，，７７３３６６校校（（小小学学校校１１８８，，８８４４５５校校、、中中学学校校９９，，８８９９１１校校））  

 

６６  大大分分県県児児童童生生徒徒のの状状況況  

（（１１））調調査査校校数数・・児児童童生生徒徒数数（（公公立立））  

①①  小小学学校校（（２２４４７７校校、、男男子子４４，，５５３３３３名名、、女女子子４４，，４４１１６６名名））  

②②  中中学学校校（（１１２２４４校校、、男男子子４４，，２２８８２２名名、、女女子子４４，，１１５５１１名名））  
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７７  全全国国体体力力・・運運動動能能力力、、運運動動習習慣慣等等調調査査のの結結果果（（概概要要））ににつついいてて  

（１）体力合計点による全国順位【【資資料料１１】】  

①①   小小学学校校５５年年男男子子    ２２位位（（九九州州１１位位））（（RR５５：：２２位位、、九九州州１１位位））  

②②  小小学学校校５５年年女女子子    ２２位位（（九九州州１１位位））（（RR５５：：６６位位、、九九州州１１位位））  

③③  中中学学校校２２年年男男子子    １１位位（（九九州州１１位位））（（RR５５：：１１位位、、九九州州１１位位））  

④④  中中学学校校２２年年女女子子  １１００位位（（九九州州２２位位））（（RR５５：：４４位位、、九九州州１１位位））  

 

（２）体力合計点の状況【【資資料料２２】】   

  ①①   全全国国平平均均ととのの比比較較でではは、、すすべべててのの学学年年がが上上回回っってていいるる。。   

    （（全全国国ととののポポイインントト差差   小小男男33..2277、、小小女女33..1144、、中中男男33..1122、、中中女女11..4477））   

②②   中中学学校校女女子子のの平平均均はは、、全全国国はは増増加加ししてていいるるがが、、本本県県はは減減少少ししてていいるる。。   

③③   昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、中中学学校校男男子子はは増増加加、、小小学学校校男男女女ははほほぼぼ横横ばばいい、、中中学学校校   

女女子子はは減減少少ししてていいるる。。   

    （（昨昨年年度度ととののポポイインントト差差  小小男男▲▲00..0022、、小小女女▲▲00..0011、、中中男男00..4444、、中中女女▲▲00..8855））   

 

（３）各調査項目の結果【【資資料料３３】】  

①①  小小学学校校男男子子  

全全国国平平均均ととのの比比較較でではは、、すすべべててのの項項目目でで上上回回っってていいるる。。  

昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、上上体体起起ここしし、、シシャャトトルルラランン、、ソソフフトトボボーールル投投げげがが向向上上しし、、

握握力力、、長長座座体体前前屈屈、、反反復復横横跳跳びび、、５５００mm走走、、立立ちち幅幅跳跳びびはは低低下下ししてていいるる。。  

②②  小小学学校校女女子子  

全全国国平平均均ととのの比比較較でではは、、すすべべててのの項項目目でで上上回回っってていいるる。。  

昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、上上体体起起ここしし、、シシャャトトルルラランン、、５５００mm走走がが向向上上しし、、握握力力、、

長長座座体体前前屈屈、、反反復復横横跳跳びび、、立立ちち幅幅跳跳びび、、ソソフフトトボボーールル投投げげはは低低下下ししてていいるる。。  

③③  中中学学校校男男子子  

全全国国平平均均ととのの比比較較はは、、すすべべててのの項項目目でで上上回回っってていいるる。。  

昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、長長座座体体前前屈屈、、シシャャトトルルラランン、、５５００mm走走、、ハハンンドドボボーールル投投

げげはは向向上上しし、、握握力力、、上上体体起起ここしし、、反反復復横横跳跳びび、、立立ちち幅幅跳跳びびはは低低下下ししてていいるる。。ななおお、、５５００

ｍｍ走走はは過過去去最最高高値値ででああるる。。  

④④  中中学学校校女女子子  

全全国国平平均均ととのの比比較較はは、、上上体体起起ここししをを除除くくすすべべててのの項項目目でで上上回回っってていいるる。。  

昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、長長座座体体前前屈屈はは向向上上しし、、握握力力、、上上体体起起ここしし、、反反復復横横跳跳びび、、

シシャャトトルルラランン、、５５００mm走走、、立立ちち幅幅跳跳びび、、ハハンンドドボボーールル投投げげはは低低下下ししてていいるる。。  
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（４）体力総合評価（総総合合評評価価ＣＣ以以上上のの割割合合））【【資資料料４４】】    

①①   全全国国平平均均ととのの比比較較でではは、、すすべべててのの学学年年がが上上回回っってていいるる。。   

    （（全全国国ととののポポイインントト差差   小小男男1122..44、、小小女女1111..22、、中中男男1100..33、、中中女女33..33））   

②②   中中学学校校女女子子のの平平均均はは、、全全国国ははほほぼぼ横横ばばいいででああるるがが、、本本県県はは減減少少ししてていいるる。。   

③③   昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、男男子子はは小小学学校校、、中中学学校校ととももにに増増加加しし、、女女子子はは小小学学校校、、中中

学学校校ととももにに減減少少ししてていいるる。。   

    （（昨昨年年度度ととののポポイインントト差差  小小男男00..33、、小小女女▲▲00..77、、中中男男33..66、、中中女女▲▲11..77））   

 

（５）児童生徒質問紙による調査結果 

①①運運動動ややススポポーーツツへへのの愛愛好好度度「「好好きき」」「「やややや好好きき」」のの割割合合   【【資資料料５５】】   

・・全全国国平平均均ととのの比比較較でではは、、すすべべててのの学学年年がが、、同同等等ままたたはは上上回回っってていいるる。。  

    （（全全国国ととののポポイインントト差差   小小男男00..00、、小小女女00..55、、中中男男33..00、、中中女女33..88））  

・・  昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、小小学学校校男男子子をを除除くくすすべべててのの学学年年がが、、増増加加ししてていいるる。。  

    （（昨昨年年度度ととののポポイインントト差差  小小男男▲▲00..77、、小小女女00..66、、中中男男11..11、、中中女女00..66））  

  ・・中中学学校校男男子子はは過過去去最最高高値値ででああるる。。  

②②１１週週間間当当たたりりのの運運動動実実施施時時間間  【【資資料料６６上上】】  

・・全全国国平平均均ととのの比比較較でではは、、すすべべててのの学学年年がが、、上上回回っってていいるる。。  

    （（全全国国ととのの差差   小小男男5599..11分分、、小小女女2299..44分分、、中中男男9922..33分分、、中中女女4466..11分分））  

・・昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、小小学学校校男男女女はは減減少少、、中中学学校校男男女女はは増増加加ししてていいるる。。  

（（昨昨年年度度ととのの差差   小小男男▲▲1122..44分分、、小小女女▲▲55..99分分、、中中男男3311..99分分、、中中女女1166..44分分））   

 ③③１１週週間間のの総総運運動動時時間間がが６６００分分未未満満のの児児童童生生徒徒のの割割合合  【【資資料料６６下下】】  

・・全全国国平平均均とと比比較較すするるとと、、小小学学生生女女子子をを除除くくすすべべててのの学学年年がが、、低低いい。。  

    （（全全国国ととののポポイインントト差差   小小男男00..88、、小小女女▲▲00..22、、中中男男33..44、、中中女女44..33））  

・・昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、小小学学校校男男女女はは増増加加しし、、中中学学校校男男女女はは減減少少ししてていいるる。。  

（（昨昨年年度度ととののポポイインントト差差   小小男男▲▲00..99、、小小女女▲▲11..88、、中中男男22..33、、中中女女11..88））  

④④体体育育、、保保健健体体育育のの授授業業のの満満足足度度（（授授業業がが「「楽楽ししいい」」「「やややや楽楽ししいい」」のの割割合合））  【【資資料料７７】】  

  ・・全全国国平平均均ととのの比比較較でではは、、小小学学校校女女子子をを除除くくすすべべててのの学学年年がが、、上上回回っってていいるる。。  

    （（全全国国ととののポポイインントト差差  小小男男00..33、、小小女女▲▲00..11、、中中男男44..22、、中中女女55..66））   

 

７７  全全国国体体力力・・運運動動能能力力、、運運動動習習慣慣等等調調査査のの結結果果（（概概要要））ににつついいてて  

（１）体力合計点による全国順位【【資資料料１１】】  

①①   小小学学校校５５年年男男子子    ２２位位（（九九州州１１位位））（（RR５５：：２２位位、、九九州州１１位位））  

②②  小小学学校校５５年年女女子子    ２２位位（（九九州州１１位位））（（RR５５：：６６位位、、九九州州１１位位））  

③③  中中学学校校２２年年男男子子    １１位位（（九九州州１１位位））（（RR５５：：１１位位、、九九州州１１位位））  

④④  中中学学校校２２年年女女子子  １１００位位（（九九州州２２位位））（（RR５５：：４４位位、、九九州州１１位位））  

 

（２）体力合計点の状況【【資資料料２２】】   

  ①①   全全国国平平均均ととのの比比較較でではは、、すすべべててのの学学年年がが上上回回っってていいるる。。   

    （（全全国国ととののポポイインントト差差   小小男男33..2277、、小小女女33..1144、、中中男男33..1122、、中中女女11..4477））   

②②   中中学学校校女女子子のの平平均均はは、、全全国国はは増増加加ししてていいるるがが、、本本県県はは減減少少ししてていいるる。。   

③③   昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、中中学学校校男男子子はは増増加加、、小小学学校校男男女女ははほほぼぼ横横ばばいい、、中中学学校校   

女女子子はは減減少少ししてていいるる。。   

    （（昨昨年年度度ととののポポイインントト差差  小小男男▲▲00..0022、、小小女女▲▲00..0011、、中中男男00..4444、、中中女女▲▲00..8855））   

 

（３）各調査項目の結果【【資資料料３３】】  

①①  小小学学校校男男子子  

全全国国平平均均ととのの比比較較でではは、、すすべべててのの項項目目でで上上回回っってていいるる。。  

昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、上上体体起起ここしし、、シシャャトトルルラランン、、ソソフフトトボボーールル投投げげがが向向上上しし、、

握握力力、、長長座座体体前前屈屈、、反反復復横横跳跳びび、、５５００mm走走、、立立ちち幅幅跳跳びびはは低低下下ししてていいるる。。  

②②  小小学学校校女女子子  

全全国国平平均均ととのの比比較較でではは、、すすべべててのの項項目目でで上上回回っってていいるる。。  

昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、上上体体起起ここしし、、シシャャトトルルラランン、、５５００mm走走がが向向上上しし、、握握力力、、

長長座座体体前前屈屈、、反反復復横横跳跳びび、、立立ちち幅幅跳跳びび、、ソソフフトトボボーールル投投げげはは低低下下ししてていいるる。。  

③③  中中学学校校男男子子  

全全国国平平均均ととのの比比較較はは、、すすべべててのの項項目目でで上上回回っってていいるる。。  

昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、長長座座体体前前屈屈、、シシャャトトルルラランン、、５５００mm走走、、ハハンンドドボボーールル投投

げげはは向向上上しし、、握握力力、、上上体体起起ここしし、、反反復復横横跳跳びび、、立立ちち幅幅跳跳びびはは低低下下ししてていいるる。。ななおお、、５５００

ｍｍ走走はは過過去去最最高高値値ででああるる。。  

④④  中中学学校校女女子子  

全全国国平平均均ととのの比比較較はは、、上上体体起起ここししをを除除くくすすべべててのの項項目目でで上上回回っってていいるる。。  

昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、長長座座体体前前屈屈はは向向上上しし、、握握力力、、上上体体起起ここしし、、反反復復横横跳跳びび、、

シシャャトトルルラランン、、５５００mm走走、、立立ちち幅幅跳跳びび、、ハハンンドドボボーールル投投げげはは低低下下ししてていいるる。。  

 

 



− 44 −− 44 −

 

 ・・昨昨年年度度のの県県平平均均ととのの比比較較でではは、、すすべべててのの学学年年がが、、上上回回っってていいるる。。   

    （（昨昨年年度度ととののポポイインントト差差  小小男男00..22、、小小女女00..11、、中中男男11..66、、中中女女00..66））  

・・小小学学校校女女子子をを除除くくすすべべててのの学学年年でで、、過過去去最最高高値値ででああるる。。  

 

８８  分分析析  

（（１１））  本本県県のの児児童童生生徒徒のの体体力力はは、、全全国国とと比比較較すするるとと依依然然高高いい水水準準ににああるる。。  

・・ここれれままででのの調調査査でで、、運運動動へへのの愛愛好好度度がが高高いいほほどど体体力力合合計計点点がが高高くく、、運運動動実実施施時時間間がが多多いい

児児童童生生徒徒ののほほううがが体体力力合合計計点点がが高高いい傾傾向向ににああるるここととがが分分かかっってていいるる。。本本県県はは、、運運動動へへのの

愛愛好好度度がが高高いい。。ここれれはは「「体体育育、、保保健健体体育育のの授授業業がが楽楽ししいい」」とと感感じじてていいるる児児童童生生徒徒がが多多いい

ここととがが要要因因とと考考ええらられれるる。。ままたた、、運運動動実実施施時時間間もも全全国国とと比比較較すするるとと、、多多いい状状況況ににああるるここ

ととかからら、、本本県県のの体体力力がが高高いい水水準準ににああるる要要因因ににななっってていいるるとと考考ええてていいるる。。  

（（２２））  小小、、中中学学校校女女子子はは、、運運動動すするる児児童童生生徒徒とと運運動動ししなないい児児童童生生徒徒ととのの二二極極化化のの傾傾向向ににああるる。。  

・・１１週週間間ああたたりりのの運運動動実実施施時時間間がが多多いい反反面面、、一一週週間間のの総総運運動動実実施施時時間間6600分分未未満満のの児児童童生生徒徒

のの割割合合はは高高いい状状況況ににあありり、、ここのの割割合合のの推推移移をを見見るるとと、、増増加加傾傾向向がが顕顕著著ででああるるここととかからら考考

ええらられれるる。。  

 

９９  総総括括  

（（１１））  本本県県のの体体力力がが全全国国とと比比較較ししてて高高いい水水準準をを維維持持しし続続けけ、、ココロロナナ禍禍以以降降、、一一部部でで回回復復傾傾向向

ががみみらられれるるののはは、、小小学学校校体体育育専専科科教教員員、、小小学学校校体体育育担担任任制制専専科科教教員員、、中中学学校校体体育育推推進進教教員員をを

中中心心にに、、各各学学校校がが組組織織的的にに体体力力向向上上にに取取りり組組んんででいいるる成成果果ととととららええてていいるる。。  

（（２２））  本本県県のの児児童童生生徒徒のの愛愛好好度度がが高高いいこことととと、、授授業業にに対対すするる満満足足度度がが高高いいここととはは、、「「わわかかるる」」

「「ででききるる」」「「楽楽ししいい」」授授業業にに加加ええ、、運運動動のの苦苦手手なな児児童童生生徒徒にに視視点点をを当当ててたた授授業業ががななさされれてていい

るるかかららでであありり、、運運動動実実施施時時間間、、ひひいいててはは生生涯涯ににわわたたるる運運動動習習慣慣のの確確立立ににつつななががるるとと考考ええてていい

るる。。一一方方、、小小学学校校男男女女のの運運動動実実施施時時間間のの低低下下がが続続いいてていいるるここととやや、、小小中中学学校校女女子子ににおおいいてて二二

極極化化のの傾傾向向ががみみらられれるるここととかからら、、授授業業改改善善ははももととよよりり、、学学校校・・家家庭庭・・地地域域がが連連携携ししてて、、多多様様

ななニニーーズズをを踏踏ままええたた運運動動機機会会のの確確保保ななどど、、運運動動習習慣慣のの形形成成ににつつななががるる取取組組をを充充実実ささせせてていいくく。。  


